
 

 

                                令和元年６月２４日 

                                    茨 城 県 

 

本県と友好都市提携をしているフランス・エソンヌ県とは，昨年 10 月，「茨城県とエソンヌ県

との友好に関する協定書」を締結し，19年ぶりに交流が再開されたところです。 

今回，知事がエソンヌ県を訪問し，両県間の交流推進計画の締結を行うとともに，県営シャマ

ランド園と偕楽園・弘道館との間における連携協定を締結します。 

また，同県内にある大学において，本県の優れた投資環境を PR するとともに，今回のフラン

ス訪問の機会をいかし，ジェトロのご協力もいただきながら，パリ市内において県産品の PR を

行います。 

 

記 

 

１ 日時   2019（令和元）年７月２日（火）～６日（土） 

 

２ 主な訪問先と目的 

訪問先 概要・目的 

県営シャマランド園 

 

・古城(シャマランド城)を中心とした県営の公園 

・エソンヌ県議会議長(同県の知事に相当)と「両県間の交流推進計画」

(※１)及び「県営シャマランド園と偕楽園・弘道館との間における

連携協定」(※２)を締結 

・県工芸品（笠間焼，桂雛等）の展示 

パリ・サクレ―大学 

(エソンヌ県) 

・企業関係者，研究者等に対し，知事が本県の投資環境等をプレゼン

テーション 

La Table du 53 ・パリ市内のレストラン 

・県産品(レンコン，日本酒，かんしょ等)のＰＲ 

スタシオンＦ ・世界最大級のスタートアップ支援施設 

・堀江貴文氏，片岡進・ジェトロパリ所長との三者対談 

ヴァレオ社 ・フランスの自動車部品メーカーで，本県にも研究施設等あり 

・自動運転に関する研究施設を視察 

※１ 両県間の交流推進計画：昨年締結した「茨城県とエソンヌ県との友好に関する協定書」に基づく今

後の取組を具体的にしたうえで，両県の合意形成をするもの。両県民間の芸術・文化的交流の促進

や，観光資源・特産物等の魅力ある資産を相互にＰＲすること等をうたっている。 

※２ 連携協定：シャマランド園は，中心に古城があり，その周辺の広い敷地が市民の活動や憩いの場に

なっているなど，偕楽園と似た特徴を持っていることから，造園技術に関する情報交換や，イベント

の開催方法についての意見交換などを行うことで，それぞれの持つ課題の解決や魅力向上を図って

いくことをうたっている。 

【問い合わせ先】 

（エソンヌ県との交流関係）県民生活環境部国際交流課 小林（仁）2854 

（パリ・サクレ―大学プレゼン，県産品 PR）営業戦略部グローバル戦略チーム 伊藤 3902 

フランス・エソンヌ県訪問及びパリにおける県産品ＰＲについて 


